
全国共済農業協同組合連合会

農業・地域活動支援部 山口 哲央

ＪＡ共済における熱中症への対応と地域貢献について



本日のテーマ

０．はじめに（ＪＡ共済の紹介）

１．熱中症による保障（補償）
  （１）農業を取り巻く熱中症（概観）

  （２）熱中症による保障（補償）の全体像

  （３）熱中症を補償する主な民間保険商品

２．共済事故等の発生状況の分析
  （１）生命共済の概要

  （２）生命共済における熱中症の支払実績

  （３）支払事例からみる傾向（入院編）

  （４）支払事例からみる傾向（死亡編）

  （５）支払事例（重症化事例）

  （６）傷害保険の概略（共栄火災 ＪＡ安心倶楽部）

３．ＪＡ共済の地域貢献活動
  （１）ＪＡ共済の地域貢献活動の全体像

  （２）熱中症対策の傾向

  （３）熱中症対策の取組み（ＪＡの取組事例）

  （４）熱中症対策の取組み（ＪＡ共済連の取組事例）

  （５）熱中症対策の取組み（今後の課題と展望）
⓪



①

０．はじめに（ＪＡ共済の紹介）

ＪＡグループ組織図 ＪＡとＪＡ共済連が一体となってＪＡ共済事業を運営

誰がやっているの？（組織、運営主体）



②

０．はじめに（ＪＡ共済の紹介）

ＪＡ共済は「相互扶助(助け合い)」を事業理念に、豊かで安心して暮らせるために
「保障の提供（共済事業）」と「地域貢献活動」

を通じて、農業と地域社会の活性化・発展に努めています。

どんなこと目指しているの？（ＪＡ共済の活動方針）



③

地域貢献活動

万一の際の
経済的な助け合い

病気・ケガ・事故の
未然防止に向けた取組み

病気・ケガ・事故にあわれた
方の支援の取組み

病気、ケガ、事故に
あわれる前

病気、ケガや事故に
あわれたとき

病気、ケガ、事故に
あわれた後

共済事業
（保障提供事業）

地域貢献活動

健康増進活動
交通安全啓発活動
防災・減災対策 等

交通事故被害者支援
介護支援活動 等

組合員・地域住民のくらしに寄り添った事業・活動の継続的な展開

生活支援活動
農業振興活動 等地域貢献活動（農村・地域社会の維持・活性化）

０．はじめに（ＪＡ共済の紹介）

「ひと・いえ・くるま」
「農業者向け」

どんなことしているの？（取組概要）



④

１－（１）農業を取り巻く熱中症（概観）

⚫ 農作業死亡事故（令和５年）において、「熱中症」による死亡者は37人と全体の15.7％であり増加傾向にあります。

⚫ 令和６年度の夏季（５～９月）において、田畑等で農作業中に熱中症によって救急搬送された人数は2,322人と直近５年
で最多となっています。

⚫ 若手青年農業従事者90人を対象としたアンケート調査においても、農作業中、農作業後で過去に熱中症にかかったこと
がある・周りでかかったことがある人がいる、と回答した人は半数以上にのぼっています。

要因別農作業死亡事故状況（令和５年）

乗用型トラクター

61人（25.8％）

歩行型トラクター

9人（3.8％）

農用運搬車

12人（5.1％）

自脱型コンバイン

13人（5.5％）

動力防除機

7人（3.0％）

動力刈払機

1人（0.4％）農用高所作業機

3人（1.3％）

その他

41人（17.4％）

熱中症
37人（15.7％）

稲わら焼却中等の火傷

17人（7.2％）

ほ場、道路からの転落

10人（4.2％）

木等の高所からの転落…
その他

16人（6.8％）

機械・施設以外の
作業に係る事故
83人（35.2％）

農業用施設作業
に係る事故
6人（2.5％）

農業機械作業
に係る事故

147人
（62.3％）

236人

出典：農林水産省「農作業死亡事故調査」より

仕事場における救急搬送人員数

出典：熱ゼロ研究レポート：農作業と熱中症に関する実態調査

（調査期間：令和７年３月～４月）

農業における熱中症経験

1,599 

1,421 

1,690 

2,013 

2,322 

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

令和2年 3年 4年 5年 6年

※仕事場：田畑、森林、海、川等

※農・林・畜・水産作業を行っている場合のみ）の区分

出典：消防庁「夏期における熱中症による救急搬送人員の調査」より



⑤

１－（２）熱中症による保障（補償）の全体像

⚫ 農作業中、熱中症にかかり病院等で治療を行った場合、治療費等への保障（補償）として「労災保険」と「民間保険商品」
に大別されます。（「健康保険」は割愛）

⚫ 「労災保険」をベースとしつつ、治療費以外の費用への備えを目的とした上乗せ保障として「民間保険商品」を活用いた
だくことをおすすめしています。

草刈り ハウス内作業 圃場作業

治療等 労災保険

民間保険商品

ベースベース

上乗せ

【活用例】

✓労災認定までのつなぎ資金

✓治療費以外の諸費用への補填

✓労災特別加入制度の業務災害
以外の災害

熱中症による保障（補償）の全体像イメージ

熱中症発症



⑥

【参考】労災保険（農業）の制度概略等

⚫ 労災保険は、労働者の業務または通勤による負傷、疾病、障害、死亡に対して保険給付を行う制度

⚫ また、労働者に準じて保護することが適当であると認められる一定の方（農業においては、特定農作業従事者・指定農
業機械作業従事者・中小事業主等）については特別加入が可能

⚫ 個人事業かつ労働者が常時５人未満の場合は任意加入であったが、第118回労働政策審議会労災保険部会（令和７年８

月７日開催）にて、強制適用（加入義務化）の方向性にて検討を進めることを確認したとの報道も

労災保険の主な給付内容

区分 給付の種類 給付内容

ケガ等

療養給付
業務／複数事業の業務／通勤による傷病について、病院等で治療する場合
→必要な治療が無料

休業給付
業務／複数事業の業務／通勤による傷病の療養のため労働することができない日が4日以上となった場合
→ 休業４日目以降、休業１日につき「休業等給付（給付基礎日額の60％）」と「特別支給金（給付基礎日額の20％）」を支給

障害・傷病

障害給付
業務／複数事業の業務／通勤による傷病が治った後、以下の障害が残った場合
→ 第１級 ～ 第７級  → 障害等年金を支給
→ 第８級 ～ 第14級 → 障害等一時金を支給

傷病年金
業務／複数事業の業務／通勤による傷病が療養開始後１年６か月経過しても治っておらず、所定の傷病等級に該当した場合

→ 傷病等級（第１級～第３級）に応じて傷病等年金・傷病特別支給金を支給

介護給付
業務／複数事業の業務／通勤により障害等年金または傷病等年金を受給している方のうち、一定の障害を有し現に介護を受けている場合

→ 介護に要する費用を支給

死亡

遺族給付
業務／複数事業の業務／通勤により死亡した場合
→ 受給資格を持つ遺族の人数に応じて、遺族等年金または遺族等一時金を支給

葬祭料
業務／複数事業の業務／通勤により死亡した方の葬祭を行う場合
→ 31万5千円に給付基礎日額の30日分を加えた額または給付基礎日額の60日分のいずれか高い方



⑦

１－（３）熱中症を補償する主な民間保険商品

⚫ 生命保険会社では、「医療保険」にて熱中症による入院を保障（災害ではなく疾病として取扱い）し、「死亡保険」におい
ては災害以外による死亡として保障しています。

⚫ 損害保険会社の一部商品では、「傷害保険」に熱中症を補償する「特約」を付帯することで補償（特約付帯無だと補償対
象外）

⚫ 上記に加え、近年の熱中症の増加を受け、令和４年頃より、少額短期保険会社がスマホ等で手軽に加入できる熱中症
保険（熱中症により点滴を受けた場合等）の提供が拡大しています。

熱中症保障（補償）にかかる主な民間保険商品イメージ

通院

入院

傷害保険

傷害保険

傷害保険

医療保険

死亡保険

熱中症保険

熱中症保険

死亡

※個別の商品内容によっては、上記に該当しないケースがあります。

【熱中症保険の特長】
・スマホで加入・請求手続きが完了
・治療のため点滴を受けたことが支払
要件となっている商品が一般的



⑧

２ｰ（１） 生命共済の概要

⚫ ＪＡ共済では、幅広い事由に対する保障を提供し、組合員・利用者の皆さまへ安心と満足をお届けしています。

⚫ 熱中症との関連では、生命保険会社と同様、死亡や入院を保障しています。

名称 共済金のお支払事由

終身共済
定期生命共済

死亡や重度の後遺障害・要介護状態

養老生命共済
こども共済

上記に加え、満期時に満期共済金

医療共済 入院や手術

がん共済 がんの診断およびその後の治療

介護共済 公的介護保険制度の要介護２以上

生活障害共済 １～４級の身体障害者手帳の交付

特定重度疾病共済 三大疾病や生活習慣病などの所定の疾病

認知症共済 所定の認知症および軽度認知障害

主な生命共済 共済金の支払実績

令和4年度 令和5年度 令和6年度
総計 5,138 5,553 5,893

主な
内訳

がん 1,602 1,649 1,621
心疾患 658 734 760
老衰 492 624 759

脳血管疾患 307 302 329
Covid-19 102 61 72

令和4年度 令和5年度 令和6年度
総計 1,830 1,233 1,249

主な
内訳

がん 280 286 284
Covid-19 692 18 6
骨折 87 88 90
白内障 81 87 90

脳血管疾患 57 58 56

＜死亡保障＞ （億円）

（億円）＜入院・手術保障＞



⑨

２ｰ（２） 生命共済における熱中症の支払実績

⚫ 生命共済における直近５年間※の「熱中症」による支払実績は以下のとおりです。

※データ管理の制約上、令和２年度については７月以降のデータのみ集計。

⚫ 令和3年度は新型コロナウイルスによる外出自粛等の影響もあり減少していますが、入院・死亡ともに年々増加傾向
にあります。

ＪＡ共済（生命共済）における「熱中症」による支払実績

・入院 ・死亡

（万円） （件） （万円） （件）

664

478

672

883

995

4,029

3,297

5,779

9,125

11,684

0
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800

1000

1200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

件数（件） 支払金額（万円）

99

88

122

158
150

54,163

29,788

70,600

80,635

65,545

0

20
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140
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180

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

件数（件） 支払金額（万円）

共済金の支払い
は増加傾向



⑩

２ｰ（３） 支払事例からみる傾向（入院編）

⚫ 5年間の入院事例を合計し分析したところ、「熱中症」による平均入院日数は全年齢平均で「6.4日」となっています。

⚫ 年齢別では40歳以降から徐々に入院日数が増え始め、60歳以上では「7.8日」となっており、高齢者は入院が長期化
する傾向にあります。

「熱中症」による支払（年齢別×平均入院日数）

2.9 2.6

4.2

7.8

0

1

2

3

4

5

6

7

8

～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳以上

平均入院日数

（５年間：令和２年度～６年度）

高齢者は入院が
長期化する傾向

全年齢平均（６．４日）

（日）



⑪

２ｰ（４） 支払事例からみる傾向（死亡編）

⚫ 「熱中症」による死亡請求は年々増加しており、直近3年間は100件超となっています。

⚫ 5年間の死亡事例を合計・分析したところ、年齢別では60歳以上が90％を超えており、 前掲の平均入院日数とあわ
せ、高齢者は症状が重症化する傾向にあります。

～19歳, 0.2% 20~39歳, 0.6%

40~59歳, 8.6%

60歳以上, 

90.5%

～19歳

20~39歳

40~59歳

60歳以上

「熱中症」による支払（年齢別×死亡請求）

高齢者は重症化の
リスクが高い

（５年間：令和２年度～６年度）



⑫

２ｰ（５） 支払事例（重症化事例）

⚫ 支払事例１（入院長期化）：62歳 女性
8月に熱中症により寝たきりとなり、8ヶ月間入院したもの。

⚫ 支払事例３（死亡）：66歳 女性
8月下旬の朝に自宅の敷地内で死亡していたところを発見されたもの。

⚫ 支払事例４（死亡）：88歳 男性
7月15日に熱中症となり、翌日、熱中症を原因として多臓器不全となり、7月18日に死亡したもの。

⚫ 支払事例２（入院長期化）：74歳 女性
元々持病（腎不全、腎がん）があり治療中であった方が、 7月30日に熱中症となり、寝たきりとなったもの。
元々の持病による入院も含めて1年以上入院したもの。



⑬

２－（６） 傷害保険の概略（共栄火災 ＪＡ安心倶楽部）

⚫ ＪＡ共済グループの損害保険会社である共栄火災社では、ＪＡの組合員を対象とした保険商品「ＪＡ安心倶楽部」にて、
傷害・賠償責任をはじめとした様々な日常生活上のリスクを広く補償する商品を提供しています。

⚫ この商品では、被保険者が熱中症による通院・入院・後遺障害が生じた場合の治療費や、入院等に伴う家事代行費用
や旅行等のキャンセル費用といった諸費用についても補償しています。
（補償の充実した「安泰プラン」または「充実プラン」への加入が必要となります）

ＪＡ安心倶楽部における熱中症補償

保険金の種類 保険金を支払う場合

傷害部位・
症状別保険金

➢ 被保険者が熱中症により医師の治療（通院または入院）を
受けた場合に、保険金をお支払い。

傷害後遺障害
保険金

➢ 被保険者が熱中症により重度の後遺障害が生じた場合に、
保険金をお支払い。

家事代行費用
保険金

➢ 被保険者が熱中症により入院され、入院期間中に被保険者
やその親族が家事代行費用※を負担された場合に、保険金
をお支払い。

※家事代行サービス・清掃代行サービス・ベビーシッターサービ
ス等の利用費用をいいます。

キャンセル費用
保険金

➢ 被保険者が予約していた旅行・宿泊施設等の特定のサービ
スを受ける前に、被保険者、配偶者、1親等内親族が入院ま
たは死亡したことにより、被保険者がキャンセル費用を負担
された場合に、保険金をお支払い。

※ＪＡ安心倶楽部の詳細は、共栄火災ＨＰ掲載のパンフレット（https://www.kyoeikasai.co.jp/ag/ja/ja_anshin/index_201710_2.html）等をご参照ください。

熱中症補償支払実績

熱中症による支払件数は
増加傾向

https://www.kyoeikasai.co.jp/ag/ja/ja_anshin/index_201710_2.html


⑭

３ｰ（１） ＪＡ共済の地域貢献活動の全体像

⚫ H28年度から「地域・農業活性化積立金」を創設し、地域の実状や時勢に応じた様々な活動に、全国のＪＡと
一体となって取り組んでいます。

約38,000件実施した取組み 約1,900万人イベント参加者数

ひと
分野

ひと
分野

食育イベント
・農業体験 229万人参加

農作業効率化に向けた先
進機器等の寄贈

1,341か所
（うちﾄﾞﾛｰﾝ89台）

農業高校・農業大学への
農作業機械等の寄贈 375校
地域特産物のＰＲ
イベント・資材作製等 1,791件
ＪＡまつり等
の開催・協賛 794万人参加

地産・地消促進活動
への支援 724件

中央会・担い手ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
を通じた活動支援 61件
直売所における

イベント 241万人参加

直売所の設備強化 554か所
新規就農支援、

労働力不足への支援 236件

鳥獣被害対策 1,421件

主な取組み 取組実績

農業
分野

検診車の寄贈 16台

血圧計の寄贈 1,１24台

ＡＥＤの寄贈 1,359台
健康教室・イベント
(体操、ｳｫｰｷﾝｸﾞ含む) 70万人参加

健康診断・人間ドック等の
助成 71万人参加

車いすの寄贈 958台
介護予防教室の開催
（デイサービス含む） 4万人参加

防災教室、
防災イベントの開催 34万人参加

防災用品の寄贈等 482件
交通安全指導車

の寄贈 177台
交通安全啓発資材

の寄贈等 468件
交通安全教室・
イベントの開催 21万人参加

いえ分野

くるま
分野

健康管理・増
進活動、介護・
福祉活動

防災・防火対
策活動

交通事故未然
防止活動交通
事故被害者支
援活動

移動購買車の寄贈 142台

救急自動車の寄贈 40台
子育て支援イベント

の開催 125万人参加
高齢者生活支援

の実施 1,212件

女性大学・婚活等
各種イベントの開催 92万人参加

防犯カメラの寄贈 1,702台
スポーツ大会
の開催・協賛 282万人参加くらし

分野
生活支援活
動、協同活動
、文化支援活
動・環境保全
活動

健康管理・
増進活動、
介護・福祉
活動

主な取組み 取組実績

地域・農業活性化積立金を活用した活用実績（H28～R5年度) 時勢に応じた活動

ひと分野
・地域住民・介護施設への感染防止資材等の配付
 ・医療機関への医療機器（体温計等）の寄贈

農業分野
・消費が低迷する農産物の消費促進に向けたＰＲ活動
 ・ＪＡによる農畜産物の寄贈

くらし分野 ・医療・福祉機関や困窮する学生等への食料支援

いえ分野 ・災害時の避難所用に感染防止資材の備蓄

くるま分野 ・交通安全教室の代替として、幼児向け家庭用交通安全
啓発資材を作製・配布

例１：コロナ対策

例２：鳥獣被害対策

農業分野
・ＪＡによる捕獲罠の寄贈
 ・被害防止用の電気柵の購入助成



⑮

３ｰ（２） 熱中症対策の傾向（量）

⚫ H28年度以降、ＪＡ共済の地域貢献活動として熱中症対策に取り組んでいるＪＡが増加しています。

⚫ 特に、R6年度は記録的な猛暑が続いたこともあり、取組数が急増しました。

⚫ 今後も増加傾向は続くことが見込まれます。

熱中症対策の取組ＪＡ数等の推移（H28～R6年度)

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

平均気温（℃） 約25.6℃ 約25.5℃ 約26.4℃ 約25.9℃ 約25.9℃ 約25.2℃ 約26.4℃ 約28.5℃ 約28.5℃

備考 平年よりやや高め 平年並み 猛暑年 平年より高め 平年より高め やや涼しい夏 猛暑年 記録的猛暑(7月平均) R5と並び史上最高

夏（6～8月)の平均気温の推移

■Ｒ６年度
・ＪＡ数：２６ＪＡ
・利用者数（または個数）：約7.8万人
・使用金額：約４千万円

■Ｈ29年度
・ＪＡ数：３ＪＡ
・利用者数（または個数）：約1.2万人
・使用金額：約５百万円

（ＪＡ数）
（使用金額）



⑯

３ｰ（２） 熱中症対策の傾向（内容）

⚫ 区分は、対策物資の寄贈・配布が多く、次いで予防の啓発活動が多く取り組まれました。

⚫ 内容を見ると、帽子の配布や戸別訪問等、もともとのＪＡの取組みを利用したものが多い傾向があります。

区分 内容 Ｈ28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 総計

対策機器の寄贈
スポットクーラー

可動式空調機　等 0 0 0 1 1 1 2 0 2 7

対策物資の寄贈・配布 0 3 3 5 5 4 7 9 14 50

帽子 0 2 3 2 1 2 4 5 6 25

飲料水（特産品ジュース） 0 0 0 1 1 0 0 1 7 10

その他（クールタオル等） 0 1 0 2 3 2 3 3 1 15

対策物資の購入助成 空調服 0 0 0 1 1 0 1 1 2 6

予防の啓発活動 0 0 1 2 1 5 1 2 8 20

戸別訪問・チラシ 0 1 2 1 1 4 9

講習会 0 0 0 2 0 2 0 1 1 6

その他（チラシ配布等） 0 0 0 0 1 1 0 0 3 5

総計 0 3 4 9 8 10 11 12 26 83

区分・内容別、取組ＪＡ数等の推移（H28～R6年度)
・戸別訪問

（R6 8/15(水)日本農業新聞）



⑰

３ｰ（２） 熱中症対策の傾向（内容）

・組合員を対象にした講習会 ・帽子の寄贈（組合員だより） ・予防の啓発活動（ＪＡだより）



⑱

３ｰ（３） 熱中症対策の取組み（ＪＡの取組事例）
案内ちらし（空調服購入助成）

⚫ 助成概要

対象者：○○農業協同組合 組合員 先着✕✕✕着

支援金額：３，０００円（１着）

支援期限：令和６年１１月まで

支援時期：令和６年１２月中旬



⑲

３ｰ（４） 熱中症対策の取組み（ＪＡ共済連の取組事例）

大塚製薬㈱様による講座案内

⚫ 農林水産省様による「熱中症対策研修テキスト」、大塚製薬㈱様による「熱中症対策アンバサダー®講座」を全国のＪＡ
へ案内しています。

農林水産省様によるテキスト



⑳

３ｰ（５） 熱中症対策の取組み（今後の課題と展望）

➢ 高齢化の進行に伴い、制度整備や支援体制の強化が求められる。

 ➢ 熱中症対策を“命を守る地域活動”として位置づけ、持続可能な仕組みづくりが必要。

本日のまとめ

② 予防・啓発の強化

■JA共済の支払実績では、60歳以上が熱中症死亡事例の90%以上を占める。
■平均入院日数も高齢者では7.8日と長期化傾向。

① 高齢者のリスクの増加

④ テクノロジーの活用

今後の展望

⚫ 高齢化が進む中で、熱中症対策は今後ますます重要になると考えております。
⚫ ＪＡ共済では、これらの課題に対応し、地域社会の安全と健康を守るため、今後も積極的に取り組んでまいります。

③ 地域連携の重要性

■帽子の配布、戸別訪問、講習会など地域密着型の活動が増加。
■農林水産省や民間企業と連携した研修テキスト・講座の提供。

■JA、行政、医療機関が連携し、地域の実情に応じた対策を展開。
■地域・農業活性化積立金を活用した支援が拡充。

■空調服購入助成による体調管理支援。
■高齢者でも使いやすい機器の普及が課題。
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